
【学校教育目標】よく学ぶ子 心の豊かな子 じょうぶな子 児童数 １年生 68 名 2 年生 58名 3 年生 57名 4 年生 55 名 5 年生 59名 6 年生 60 名 計 357 名

完成、チーム朝日東小！“つなぎ、つながり、つなげた証”

～学校で学び家庭でしつけ地域ではぐくむ朝日東小の子～ 

校長 齊藤 敦史  

先月列島を襲った厳しい寒さもようやく過ぎ去り、最近は、春陽まぶしい日が多くなり
ました。校庭の木々は芽吹くタイミングを見計らい、色づき始めた蕾が学校の雰囲気を明る
く彩っております。早いもので、令和６年度も残すところあと一ヶ月となりました。

思いを「つなぐ」姿に感動しました
先月、６年生が十二月田中を見学し、その後「ようこそ先輩」で元郷中生から中学校生活
について教わる機会がありました。６年生の、中学校生活に対する期待と憧れに安心すると
共に、「東小から来る後輩たちとの絆を大切にしたい」と語った卒業生たちの母校愛にも触れ、
東小出身同士だからこそ分かり合える思いをつなごうと寄り添う姿に感動しました。また、
月末に開催した、１年生が保育所の皆さんをお招きする学習会では、小学校生活について、
優しく丁寧に教えてあげる様子を拝見しました。１年前には想像できないほど、１年生は皆
立派に成長しており、とても頼もしく思うと同時に、保育所・幼稚園～中学校まで、それぞ
れが母校や後輩、仲間を大切にしようとする縦のつながりを感じることもできました。

皆様との「つながり」に感謝申し上げます
今年は特に、横のつながりも強まった一年でした。大盛況だった朝東っ子まつりを始め、
文部科学大臣から表彰を受けるほど顕著な活動をされたＰＴＡの皆様。運動会では共に汗を
流して踊り、子どもサロンでは朝東っ子の「夏の思い出」を創っていただいた当地域の皆様。
先月実施した感謝集会では、毎日支えていただいている応援団の多さに驚き、改めて(子ども
たちが)感激した一幕もありました。その他、地元企業や工場、商店等の皆様からもご支援を
頂戴したり、育成関係の諸団体とも連携させていただきました。この一年、本校は多くの
方々に支えていただきました。そうした皆様からのご支援に背中を押され、教科担任制の研
究や教育相談体制が整備され、一年を通じて学校の教育活動も充実し、子どもたちが一段と
逞しく成長しました。これもひとえに、ご支援いただいた皆様とのつながりのおかげと感謝
しております。本当にありがとうございました。

伝統の襷(たすき)を「つなげよう」
さて、３月は、リレーに例えると『バトンゾーン』です。朝東っ子一人一人が、自分より
一つ下の学年に襷(又はバトン)をつなげる期間です。中でも、特に６年生については、これまで
本校の顔として、毎朝の登校班長やミニ交流会の責任者等、様々な場面でリーダーの役割
を果たしてくれました。とても重く、大変な仕事ばかりだったと思います。しかし、その襷
(本校の伝統)をかけて一年間走りぬいたことで、思いやりや優しさ、責任感や忍耐力が身につ
き、中学校生活を送るための自覚や力量を習得できたことと思います。 
現５年生は、その襷を受け継ぎ、来月いよいよ最上級生(６年生)へと進級します。最初から
うまくいくとは思いませんが、失敗も成功も経験して、今の６年生のように成長してくれる
ことを期待しています。また、他の学年の人たちも、今年一年の成長を振り返り、自分たち
が歩んだあしあとも添えて、一つ下の学年へ(次年度の東小へ)襷をつないでほしいと思います。

今年度も、保護者・地域の皆様には、本校の教育活動に深いご理解とあたたかなご支援を
頂戴しました。職員一同、心より御礼申し上げます。また、本校の校長として３年が経った
今、皆様から頂戴した激励や惜しみないご協力により、従来の教育活動や東小の伝統を戻し、
子どもたちの確かな成長へと繋げることができました。昨年４月に掲げた合言葉『一歩前進
チーム朝日東小！』にも近づくことができて、とても嬉しく思います。 
いよいよ残りはあと一ヶ月。ご家庭や地域の皆様におかれましては「学校で学び 家庭で
しつけ 地域ではぐくむ朝東っ子」の思いを共有していただき、これからも本校の教育活動
へのご理解・ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。
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